
番外編 プレミアムエコノミークラス 

 

今回、私たちは息子からのプレゼントである『ANA 特典航空券』でハワイに行った。 

息子からは「ビジネスクラスでも OK」と言われたが 1 年前にも関わらずビジネスクラスは満席

であった。 

『世の中にはお金持ちが居るものだなぁ』と感心したが、息子の話ではほとんどがマイルを利用

した「ANA 特典航空券」での購入らしい。 

マイルには使用期限があるので、とりあえずは一番使う可能性がありそうなハワイ路線の「ビジ

ネスクラス特典航空券」を購入しておくらしい。 

 

ハワイ路線のビジネスクラスは出発近くになるとキャンセルによる空席も出るらしいが、マイ

ルには往復分を一括して購入するという条件がある。 

片道だけ空いていても購入できない。 

今回のクルーズの航程は決まっており、私たちの都合に合わせた二人往復分の空席が出ること

は期待できない。 

息子への多少の遠慮もあり私たちは『エコノミークラス』でハワイに行くことにした。 

 

行きは 6 時間ちょっとであるが、帰りは 1.5 倍の 9 時間もかかる。 

私は腰痛があるので⾧時間のフライトに多少の不安がある。 

2 年程前から海外旅行は LCC の『ビジネスクラス』を利用することにしている。 



AIRASIA/X のビジネスクラスはマレーシア航空のエコノミークラスよりも安い場合がある。 

 

昨年には今回のハワイ旅行の予行演習も兼ねて飛行時間が同じくらいのマレーシアのマラッカ

にも夕陽を見に行って来た。 

しかし、よく考えると日本とマレーシア間は昼間飛行で時差がほとんどないが、日本とハワイ間

は夜間飛行で時差が 19 時間もある。 

万全の準備をしてきたつもりであったが一抹の不安も残った。 

 

ある日、息子からメールが来た。 

ANA ではプレミアム会員に対して『エコノミークラス』から『プレミアムエコノミークラス』

への無償グレードアップサービスがあるらしい。 

 

私たちは専ら LCC を利用しているので ANA 会員ですらない。 

まして、ANA プレミアム会員などは夢の夢である。 

 

さらに、息子からメールが来た。 

ANA にはスーパーフライヤーズカード（SFC）というサービスがあり、プレミアム会員の家族

であれば申し込むことが出来るらしい。 

 

息子は ANA のダイヤモンド会員である。 

SCF 家族会員という手があったのだ。 



早速、ANA プレミアム会員（SFC 家族会員）になることを検討した。 

スーパーフライヤーズカードはキャッシュ機能付きでいろいろな種類のカードがある。 

私たちは ANA スーパーフライヤーズ ゴールドカード（年間会費 8,100 円）を申し込んだ。 

余談になるが、この ANA スーパーフライヤーズ ゴールドカードには国内外旅行傷害保険が付

帯しており、その最高補償額はよくある掛金 1 万円の旅行傷害保険よりも高い。 

しかも、保証期間は 1 回限りではなく 1 年間である。 

 

私たちは何とか SFC 家族会員になれた。 

ANA のプレミアム会員には『ブロンズ』『プラチナ』『ダイヤモンド』の 3 つのスティタスがあ

るが SFC 家族会員は『プラチナ』と同等なサービスが受けられる。 

空港では『ビジネスクラス』に相当するサービスを受けることができる。 

そして、なんと『エコノミークラス』から『プレミアムエコノミークラス』への無償グレードア

ップサービスが可能なのである。 

 

ここからは『エコノミークラス』から『プレミアムエコノミークラス』への無償グレードアップ

のやり方について説明する。 

 

通常、無償グレードアップはチェックイン時に申し出て空席がある場合に限り行われる。 

ここでポイントはチェックイン時に行われるということである。 

チェックイン時と言うと、普通は空港でのカウンターでのチェックイン時を想定するが ANA で

は出発 24 時間前に自動チェックインを行うことが出来る。 



空港でのチェンイン時にはパスポートの提出が求められる。 

これはアメリカ政府の要請で航空会社が旅行者の情報を提供しなければならないからである。 

予め航空券予約情報にこれらの情報を登録しておけば 24 時間前に自動チェックインが出来る。 

自動チェックインの終了は ANA からの自動メールでわかる。 

 

24 時間前に自動チェックインするのがコツである。 

 

自動チェックインが終わったら航空券予約情報にある座席情報を変更する。 

機材により異なるが『プレミアムエコノミークラス』は 20 席くらいである。 

予約済の『プレミアムエコノミークラス』の席には×が表示されている。 

満席の場合にはインターネットからの無償グレードアップは出来ない。 

このような場合でもダメもとで空港のカウンターで申し出てみることをお勧めする。 

私たちのケースでは、ホノルルから成田間のグレードアップでは満席と表示されていたが空港

でのチェックイン時に申し出て最前列で２席が確保できた。 

さらに、機内に入ると 3 列ある『プレミアムエコノミークラス』はガラガラであった。 

インターネットで満席と表示されていた理由は今でも不明である。 

 

幸いにも、私たちは往復とも最前列の前が広い席を 2 列並んで確保できた。 

一円もお金を使うことなく『プレミアムエコノミークラス』でハワイ旅行が出来た。 

 

『プレミアムエコノミークラス』のサービスなどは ANA の HP を参考にされたい。 



余談だが… 

ANA スーパーフライヤーズゴールドカードにはキャッシュ機能がある。 

しかし、登録できる SFC 本会員の口座のみである。 

SCF 家族会員が使ったお金は SFC 本会員の口座から落とされる。 

私たちのように親子での使用ではなく生計を共にする夫婦での使用を想定しているのだと思う。 

 

 

ANA スーパーフライヤーズゴールドカードを持っての初めてのハワイ旅行。 

しかも、ハワイ４島クルーズ。 

今頃、息子は眠れぬ夜を過ごしているかも知れない … 


